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研究成果の概要（和文）：道徳知覚とは、アリストテレスが倫理学の中で提唱した考え方である。現在では、徳
倫理学のもつ一つの論点であるが、さまざまな議論がなされている。本課題では、アリストテレス倫理学におけ
るかれの道徳知覚という考え方の解明、また、この道徳知覚という考え方がもつ現代的意義に取り組んだ。その
結果、アリストテレス解釈としても現代的論争においても、新たな視座や論点を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：Moral perception is an idea that Aristotle proposes in his Nicomachean 
Ethics. Today, this idea is situated in Virtue Ethics and there are various controversies on this 
subject. This research project worked on (1) Aristotle's concept of moral perception in his 
Nicomachean Ethics and (2) the contemporary significances that this idea may have. As a result, new 
perspectives and arguments were provided.

研究分野： 哲学・倫理学
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１．研究開始当初の背景 
「徳倫理学（virtue ethics）」とは、個人に備
わる「道徳的な性格」を道徳的な判断や行為
の源泉とする立場である。これは、「原則・
規則」を道徳性の根拠とする義務論や功利主
義と対置される。そして、徳倫理学によれば、
そうした「道徳的な性格」を備えた人は、個々
の状況のもつ道徳的に注目すべき特徴を適
切に知覚すること――「道徳知覚（moral 
perception）」――により、規則に頼ることな
く道徳的に的確な判断を下し行為すること
ができる。徳倫理学の始祖であるアリストテ
レス自身は、この「道徳知覚」を単に「知覚
（アイステーシス）」と呼んでいるが、現在
では、他分野で通常意味される「知覚」との
紛れを避けるため、「道徳知覚」と表記され
ることがおおい。 
 1958年にAnscombeとFootが徳倫理学の
観点から現代道徳哲学に対して批判をおこ
ない、これが嚆矢となり、現在では、徳倫理
学は義務論や功利主義と並びまたそれらと
対峙する「規範倫理学の第三の立場」として
の地位を確立している。なかでも、Wiggins 
(1975) や McDowell (1979, 1984) がアリス
トテレス倫理学の解釈を通じて「道徳知覚」
という考え方を強力に論じたことにより、
「道徳知覚」は現代徳倫理学のもつ最も重要
な考え方の一つとなっている。それゆえまた、
アリストテレス的徳倫理学のもつ現代的意
義としても最も重要なものとされる。 
 しかし、「道徳知覚」をめぐっては、「道徳
知覚」が本当に知覚なのかどうか、徳倫理学
説として道徳知覚はどれほど重要な理論的
装置なのか、などさまざまな考え方が混在し
ているというのが研究開始当初の背景であ
る。 
 
２．研究の目的 
こうした現状をふまえ、本研究課題ではアリ
ストテレスの「道徳知覚」の問題に注目した。
そして、（１）アリストテレス倫理学におけ
る「道徳知覚」という考え方を検討し、（２）
それを土台にして上述の現代的な論争やそ
のほか関連する問題を整理し解消すること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）アリストテレス倫理学における「道徳
知覚」という考え方を検討方法としては、解
釈研究をおこなった。解釈研究とは、古典的
とされる人物や著作に対して、テキストの読
み込みをおこない、二次文献、三次文献など
のこれまでの研究の蓄積を網羅的にふまえ
たうえで、これまでの解釈の問題点を解消す
るような新たな解釈を提示することを通じ
て、そのテキストの「真意」を明らかにしよ
うとする研究である。 
（２）現代的な論争については、現代徳倫理
学に注目し、道徳知覚を唱える論者たちの論
点とそれに反対する論者たちの論点の整理

をおこなうことで、論点の洗い出しをおこな
い、それにたいして有効な議論を提出すると
いう方法をとった。また、狭義の哲学以外の
知見や研究から導ける論点や議論などにつ
いても可能性を検討することにより、「道徳
知覚」という考え方のもつ意義について考察
するという方法をとった。 
 
４．研究成果 
 これまで、アリストテレス倫理学の解釈研
究としての道徳知覚の研究と、現代徳倫理学
研究としての道徳知覚の研究は、相互に言及
されながらも、別の研究として取り組まれて
きた。この状況に対して、本研究は、両者を
注視しながら取り組むことにより、新たな解
釈や論点、そして意義や展望を示すことがで
きた（５．主な発表論文等参照）。 
 また、「５．主な発表論文等」には含まれ
ないが、道徳知覚に大きな関心を向けている
徳倫理学自体が我が国ではまだあまり知ら
れていないため、研究者間の意見交流をつう
じた知的関心の醸成にも取り組んだ。これは
日本倫理学会において連続したワークショ
ップとして企画したものだが、課題期間内に
実施したワークショップは以下の通りであ
る。アリストテレス研究者のみならず、功利
主義研究者、現代分析哲学研究者、医療倫理
学者、医師など、多分野の研究者をまねき、
道徳知覚をはじめとした徳倫理学のさまざ
まなトピックについて意見交換をおこない、
課題や可能性について多くの有益な視座が
提供されるとともに、本課題そのものにとっ
てもさまざまな進展をもたらした。 
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